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催し物のご案内

ライブラリー通信

● 野外観察 「身近な自然発見講座」 ［博物館
周辺］

日時／ 10 月 12 日 ・ 11 月 9 日 ・ 12 月 14 日 ( い
ずれも水 )

各日 10:00 ～ 15:00
対象／一般 ( 人数制限なし )
事前申込不要、 当日博物館集合。 雨天中止。
● 室内実習 「昆虫いろいろ講座」 ［博物館］
日時／ 10 月 15 日 ( 土 ) ・ 12 月 17 日 ( 土 )　
各日 13:00 ～ 15:00
対象／小学 4 年生～大人 ( 事前申込不要 )
● 室内実習 「河原の石の探検隊」 ［博物館］
日時／ 10 月 16 日 ( 日 )　10:00 ～ 15:00
対象／小学 4 年生～中学生 40 人
申込締切／ 9 月 27 日 ( 火 )　消印有効
● 室内実習「動物のからだのしくみを知ろう」［博

物館］
日時／ 10 月 22 日 ( 土 ) ・ 23 日 ( 日 )
連続講座　10:00 ～ 15:00
対象／小学 4 年生～高校生 10 人
申込締切／ 10 月 4 日 ( 火 )　消印有効
● 室内実習「ヒマラヤのコブナグサを見よう」［博

物館］
日時／ 10 月 29 日 ( 土 )　13:30 ～ 15:30
対象／一般の方 ( 大人向き )20 人
申込締切／ 10 月 11 日 ( 火 )　消印有効
● 野外観察 「秋の地形地質観察会」 ［秦野市

大倉～四十八瀬川］
日時／ 11 月 3 日 ( 木 ・ 祝 )　10:00 ～ 15:00
対象／小学 4 年生～大人 40 人
申込締切／ 10 月 18 日 ( 火 )　消印有効
● 野外観察「海岸の植物を見よう」［三浦市城ヶ

島］
日時／ 11 月 6 日 ( 日 )　10:00 ～ 15:00
対象／小学生～大学生と保護者 40 人
申込締切／ 10 月 18 日 ( 火 )　消印有効
● 野外観察と室内実習 「動物の行動を見よう」

［博物館と箱根湯本または早川］
日時／ 11 月 19 日 ( 土 ) ・ 20 日 ( 日 )
連続講座　10:00 ～ 15:00
対象／小学 4 年生～高校生 20 人
申込締切／ 11 月 1 日 ( 火 )　消印有効
● 野外観察 「冬芽の観察」 ［湯河原町城山］
日時／ 12 月 11 日 ( 日 )　10:00 ～ 15:00
対象／小学 4 年生～大人 30 人
申込締切／ 11 月 22 日 ( 火 )　消印有効
● 室内実習 「ダイバーのための魚類学入門」

［博物館］
日時／ 12 月 11 日 ( 日 ) ・ 18 日 ( 日 )
連続講座　9:30 ～ 16:00
対象／一般の方 ( 大人向き )10 人
申込締切／ 11 月 22 日 ( 火 )　消印有効

企画展　　　　　　　

「丹沢～むかし・今・あした～」

12 月 10 日 ( 土 ) ～ 2006 年 2 月 12 日 ( 日 )

入場無料

　いま丹沢では稜線のブナが枯れ、 スズダケなどの林床植生が消え、

自然が大きく変質しつつあります。 丹沢資料保存会は、 かつての丹

沢の姿を記録した写真や資料が散逸しないように保存をはかってきま

した。 県の丹沢大山総合調査の一環として、 これらの写真や資料を

展示し、 丹沢の未来を考えてみたいと思います。

催し物への参加について

　上記の催し物の受講料は無料です。 ただ

し、 野外観察や実習作業を伴う講座は保険

料がかかります。 （1 人 ・ 1 日 50 円） また、

申込締切が記してあるものは、 事前に申込

が必要です。 応募多数の場合は抽選となり

ます。 参加方法や各行事の詳細について

は、 下記の連絡先までお問い合わせくださ

い。 ホームページでも詳細を見ることができ

ます。

申込・問合せ先

神奈川県立生命の星 ・ 地球博物館

企画情報部企画普及課

所在地　〒 250-0031 小田原市入生田 499

電話　　　0465-21-1515　

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.city.odawara.   

 kanagawa.jp/museum/g.html kanagawa.jp/museum/g.html

★特別展観覧料／ 20 歳以上 ( 学生を除く ) 200 円

 20 歳未満 ・ 学生  100 円

 高校生以下 ・ 65 歳以上 無　料

特別展関連講座　子ども自然科学ひろば 「化石ラボ出張所」 ［特別展示室内］
日時／ 10 月 2 日 ( 日 ) ・ 16 日 ( 日 ) ・ 30 日 ( 日 ) ・ 11 月 3 日 ( 木 ・ 祝 )
各日 10:00 ～ 11:00 と 13:00 ～ 14:00
対象／小中学生各回 10 人 ( 当日先着順 )

特別展「化石どうぶつ園」開催中

予 告

　 特別展開催の前日、 職員向けの内覧会があり、 担当学芸員から展示について

説明を受けました。 動物や人間の骨について聞いているうちに、 私自身、 自分

の骨についてあまり考えたことがないことに気づきました。 普通の人は骨折でもしな

い限り、 自分の骨がどうなっているかなんてあまり考えないのではないでしょうか。

　骨の本といえば、 以前勤務していた衛生短期大学で、 ある教授から、 読みや

すいから学生に勧めているといって教えてもらった本があります。 それが中公新書

の 『骨を読む - ある人類学者の体験』 （埴原和郎著，1965 年） です。 まだ学生だっ

た著者が、 日本に送られてきた、 朝鮮戦争で亡くなった米兵の遺骨を、 付いてき

たデータとあっているかどうか調べる、 という内容だったと思います。 性別や年齢、

人種など、 骨から分かることはたくさんあって驚きました。 またアメリカには、 米軍

墓地登録部隊という戦死体の処理や送還にあたる特殊部隊があるということも、 こ

の本ではじめて知りました。

　この本は現在絶版になっていますが、 『骨はヒトを語る - 死体鑑定の科学的最終

手段』 と改題 ・ 再編され、 講談社＋α文庫から 1997 年に再刊されています。 し

かしながらこの本も現在は品切れ状態で入手が困難なようです。

　今回の特別展はホワイトリバーの化石が中心ですが、 骨についてもいろいろ勉強

できるようになっています。 ライブラリーのなかには特別展関連本コーナーもできま

した。 興味がわいたらぜひライブラリーへ！ただし申し訳ありませんが、 ここで紹

介した 『骨を読む』 及び 『骨はヒトを語る』 はライブラリーでは所蔵していません。

読んでみたい方はお近くの公共図書館にお問い合わせください。

　（司書　篠崎淑子）

骨を読む

11 月 6 日 （日） まで開催


